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安全データシート

1

危険有害性の要約

ラベル要素
絵表示又 |まシンボル

注意喚起語
危険有害性情報

゛貧鸞渉渉
危険
引火性の高い液体および蒸気
飲み込むと有害
吸入すると有害
重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷
重篤な眼の損傷
飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ

水生生物に非常に強い毒性
長期的影響により水生生物に非常に強い毒性
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注意書き

作成日2018年03月 27日

安全データシート

【安全対策】
使用前に取扱説Frl書を入手すること。
熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけること。一禁煙。
容器を密閉すること。
容器を接地すること/アースをとること。
防爆型の電気機器/換気装置/照明機器を使用すること。
火花を発生しない工具を使用すること。
静電気放電に対する予防措置を講ずること。
ミスト/蒸気の吸入を避けること。
取扱い後は手をよく洗うこと。
この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。
屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。
環境への放出を避けること。
保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。

【応急措置】
飲み込んだ場合 :気分が悪い時は医師に連絡すること。
飲み込んだ場合 :口 をすすぐこと。無理に吐かせないこと。
皮膚に付着した場合 :直ちに汚染された衣類すべて脱ぐこと。皮膚を流水/シャワーで洗うこ
吸入した場合 :空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
眼に入つた場合 :水で数分聞注意深く洗うこと。
コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
ただちに医師に連絡すること。
汚染された衣類を再使用する場合には洗濯すること。
火災の場合 :消火には、乾燥砂、粉末消火剤 (ドライケミカル)、
または耐アルコール性フォームを使用すること。
流出物を回収すること

【保管】
換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。
容器を密閉しておくこと。
施錠して保管すること。

【廃菜】
内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専FIllの廃棄物処理業者に委託すること。

【特定の危険有害性1
水と接触すると、水素、アンモニアを発生させる。

と。

組成及び成分情報
単一

化学名又は一般名
濃度 (γt%) 育報公示整理番号

(化審法・安衛法)
mS番号

イソノナン (ノ ナン異性体混合物) >75 (2)-9 68551-15-5

有機ポリシラザン化合物 ≧20 開示しない 開示しない

4 応急措置
吸入した場合

皮膚に付着した場合

眼に入つた場合

飲み込んだ場合

火災時の措置
消火剤
使つてはならない消火剤
消火を行う者の保護

特有の消火方法

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
気分が悪い時は医師に連絡すること。
直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと、取り除くこと。
多量の水と石鹸で優しく洗うこと。
皮膚刺激が生じた場合 :医師の診断、手当てを受けること。
汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。

多量の水で15分以上よく洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は

外すこと。その後も洗浄を続けること。
限の刺激が続く場合 :医師の診断、手当てを受けること。
被災者に意識がある場合、水又は牛乳を与えて胃内を薄める。無理やり吐かせてはいけない

直ちに医師に連絡すること。

二酸化炭素 (炭酸ガス)、 粉末 lBC)消火器、耐アルコール泡消火器、不活性ガス

水
全身保護衣を着用すること
火災の際には、適切な呼吸器を着用する。
蒸気を吸入しないために風上に移動する。
蒸気は発火源まで移動し、フラッシュバックするおそれがある。
火災の現場から製品を退遊させるか、蓄熱による (容器内の)圧力上昇を抑えるため
容器を水の噴霧により冷却する。

漏出時の措置
人体に対する注意事項、
保護具および緊急措置

環境に対する注意事項

封じ込め及び浄化方法・機材

換気を十分にとり、部外者の立ち入りを防ぐこと

個人用保護具を着用すること
保護具を着用していない作業員は7F■づぃてはならない

llF水溝、水系、あるいは 11壌等に流してはならない。
適切な保護措置により拡散を防ぐこと
回収が終わるまで十分に換気を行い、作業の際には適切な保護衣を着月]する。

漏洩物はイく活性な物質 (乾燥砂、上、おがくず、ウエス等)を用いて吸収させ、
廃棄用容器にlJ収する。
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7. 取扱い及び保管上の注意
取扱い
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皮膚及び身体の保護具     ‐皮膚へ●接触を選
衛生対策             取扱い後はよく手を洗うこと。

作成日2018年03月 27日
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10.安定筆及び反応rf
化学的反応性
化学的安定機

11 有害性情報
急性毒性
経日

作成 日2018年 03月 27日

危険有害反応げ∫能性       爆発性過酸化物を生成することがあると推測される。
強力な酸化剤、酸塩化物、アルミニウム、鋼と反応する。

避けるべき条イ1         強酸化剤との接触を避けることt強酸性および強塩基物質との接触は、
本製品の加水分解を起こ|こ とがある.
水およびアルコールとの接触を避ける。
熱源 ,ス バーク、および火気から造ざけること,

湿触危険物質          強酸化剤、強塩基、水、アルコール
危険有害な分解生成物      三陸化炭素、一確化炭素、窒素酸化物を発生させるおそ11が ある .

水素.ア シモニア

安全データシート

流動 攪拌などl~よ り、静電気が発牛することがある.
通常の取扱いにおいて|ま、安定と考えられる。

ol.l― lat  LD50)300-2000mg/kg

皮膚腐食性/刺激性       腐:食 13_有 り (ウサギ)

艘に対する重篤な損傷/111滋性  銀に薫度の障害を与えるリスクがある

成分情報
イソノナン (ノ テン異性体混合物)
急餞 性 (経 El)       Ori Fat LD50〉5000,ノkg

有機ポリシラザン化合物
急性毒性 (経 El)      Oil― Fat in〉 300-20oOmgAg

皮膚刺激性及:び刺激性    腐1食性有り (ウサーギ)

眼に対する重篤な損傷性メは銀刺激性
眼に重度の障害を与えるリスクがある

12.環境影響情報‐
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空容器を廃業するrat合は、
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14 輸送―[0注意

作成日2018年 03月 27日

安全データシート

口
叩 10PC― F220

象成 分

|」 際現 嗣l

IMOの 婦rに 術:
it10/iAlAの Ill↑ 1117tつ

ピN No.

Proper Shippine \ame.
tlamnabie ilouid. corrosire. n.0. s.

l0rprnir nnlr ri Irrrnp rrmrrrrrnd)

Subsldiaiv 「lsk
Plck i nE Grour
Marlne Pol lutant 当

|」 内 視市1

卜主 :■ 111,1「
'幸

i :肖 Flr法 の 萌定 に llう

海 た ■,舶安全,去の■定にllLつ
航 空 航 空 法の 規定 に

国連 喬

品名
そこ)他のり1火性液体 (腐食性のもの)
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容器 等級

海■ 汚染物質 当

製品 XOPC― F220
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その他の結報

本データシートは、我 力々

'知

り得たtHE報を基:こ作成しておりますが,記載データに関しては、0磁 なヽる供証をもなすものではありません。
ご使用に先立ち、危険性、有害性情報のみならず、ご使購になる機関、地域、最新の規制、条何、法規制などを動査し、そイ1らを優先して下さい。

ご購入いただいた商品l●
~、
安t性ゆ点■|ら も速やか:こ消費さ41る ことを大前提としております.

構穣0更救、修正が加えられる場合もあり|ますので、ご使贈時闘が大幅にずれ込んだう、ご懸念を抱かれた場合は,改めて弊社に|ご籍談ください。
記載事項は通常の取扱れを対象としたものです。特別な取扱いをする場合に1=、 情況に適した安全対策を実施し、充分な注意を払って下さい。

全ての化サ物質は『未知の危険性、有害性がある菫という認識で取り扱うべきであり、その危険性,有害性も使用時の環境、扱い方,あ るいは
保管の状態、期間によつて大きく異なります。ご使用時はもちろんのこと、剛封から保管、廃棄に至るま

―
で、専門知識.経験のあるヽヽ み.

|あるいはそれらの方 の々指導の下で取り扱うよう警告しヽたします。
|ご使用各位の責fFl_おいて,安全な使用条件を設定くださるよう、お願しヽ申し上げます。


